
第４回 ドイツサッカー海外研修旅行

2026年2月9日から2月17日までの9日間、サッカー部11名はドイツ・ミュンヘンにてサッカー海外

研修を実施しました。ヨーロッパのサッカー文化を実際に体験し、競技力の向上とともに国際的な

視野を広げることを目的として行われました。

バイエルン・ミュンヘンのコーチによるトレーニング、現地クラブチームとの試合、ブンデスリ

ーガ観戦など、ドイツのサッカー文化を多面的に体験する機会を得ることができました。また都市

の交通システムや生活環境、食文化などからも多くの学びを得ることができました。

研修の行程

9日間の日程は羽田空港からトルコ・イスタンブールを経由してドイツ・ミュンヘンへ向かい、現

地ではトレーニング、試合、ブンデスリーガ観戦、スタジアムツアー、市内観光などの活動を行い

ました。

ユースホステルに宿泊し、地下鉄や路面電車などの公共交通機関を利用しながら生活しました。

日本とは異なる社会の仕組みや文化を体験する機会となりました。現地のスポーツの仕組みに触れ

ることで、サッカーがどのように地域社会の中に根付いているのかを学ぶことができました。



ミュンヘンで生活し、日本とは異なる環境や文化を

体験することができました。2月の気温は低く、朝は

空気が非常に冷たく、吐く息が白くなるほどで、ヨー

ロッパの冬の気候を実感しました。このような環境の

違いの中で生活する経験は、生徒たちにとって貴重な

ものとなりました。

街には石畳の道路や歴史的な建物が多く残り、ヨー

ロッパの長い歴史を感じさせる街並みが広がっていま

した。中心部のマリエン広場周辺には新市庁舎などの

歴史的な建物が立ち並び、多くの観光客の姿も見られ

ました。また、建物の1階が店舗で上階が住宅となっ

ているものも多く、生活と街が一体となった都市の姿

を見ることができました。

生活面ではユースホステルに宿泊し、スーパーでの

買い物や食事を通して現地の生活を体験しました。食

文化では、シュヴァインスハクセという豚のすね肉の

ローストや、ヴルストと呼ばれるソーセージなど、ド

イツの代表的な料理を食べる機会がありました。肉料

理とパンを中心とした食事は、日本と比べて味付けが

濃く量も多く、寒い地域で生活するための食文化であ

ることを感じました。

地下鉄や路面電車などの公共交通機関を利用して移

動する中で、多くの人々が公共交通を中心に生活して

いる都市の様子を見ることができました。街の様子や

人々の生活から、社会の中で一人ひとりがルールを守

りながら生活している文化を感じることができました。

日本とは異なる社会のあり方を知るとともに、日本の

社会や文化を改めて見つめ直す機会にもなりました。

ドイツ・ミュンヘンでの生活と文化



アリアンツ・アレーナは2005年に完成し
たスタジアムで、収容人数約7万5千人を誇
るヨーロッパ有数のスタジアムです。カン
セキスタジアムとちぎの約3倍になります。

外観は白いクッションのようなパネルで
覆われており、試合の日にはクラブカラー
の赤色などにライトアップされることで知
られています。その独特な外観と規模の大
きさに圧倒されました。
スタジアムツアーでは、試合前に準備を

行うロッカールームや、ピッチに入場する
通路、ピッチサイドなどを見学することが
できました。世界トップレベルのクラブが
使用する施設の環境を実際に体感すること
ができ、生徒たちにとって非常に貴重な経
験となりました。

バイエルン・ミュンヘンは1900年に創設
されたクラブであり、ドイツ国内だけでな
くヨーロッパを代表するクラブの一つとし
て知られています。本校も1900年に創立さ
れており、同じ年に誕生しているという点
に不思議な縁を感じる場面もありました。

バイエルン・ミュンヘンのコーチによる
トレーニングを3日間受けました。トレー
ニングでは、ボールを受ける前の準備や体
の向き、守備のポジション、ゴール前での
判断など、サッカーにおける基本的なプ
レーを中心に指導していただきました。シ
ンプルな内容でありながらも、プレーの一
つ一つの意味を意識することが求められ、
基本的なプレーの質を高めることの重要性
を学びました。

特に印象に残ったのは「当たり前のプ
レーをどれだけ意識してできるか」という
言葉です。ボールを受ける前に周囲を確認
することや体の向きを整えることなど、一
見すると基本的なプレーであっても、それ
を高いレベルで継続して行うことの大切さ
を学びました。基本を日頃のトレーニング
から意識して積み重ねていくことが、プ
レーの質を高めることにつながると感じま
した。

アリアンツ・アレーナ
スタジアムツアー

バイエルン・ミュンヘンコーチ
トレーニング



ドイツチームとの試合
クラブチームと試合を行い、ドイツサッカーの

特徴を体感しました。体格の大きさやプレーのス
ピード、判断の速さなど、日本とは異なる特徴を
実際の試合の中で感じることができました。また
試合前にはペナント交換を行いました。
試合後には選手との交流も行い、日本のお菓子

をプレゼントするなど国際交流の機会もありまし
た。言葉が十分に通じなくても、サッカーを通し
てつながることができるということを実感しまし
た。
日本代表でバイエルン・ミュンヘン女子チーム

に所属する谷川萌々子選手とも交流する機会をい
ただきました。世界で活躍する選手の考え方や姿
勢に触れることができ、生徒たちにとって大きな
刺激となりました。

ブンデスリーガ観戦
ブンデスリーガ1部の試合も観戦しまし

た。スタジアムには多くの観客が集まり
、試合中は応援歌が90分間続くなど、日
本とは異なる応援文化を体感することが
できました。家族や友人と一緒に地元の
クラブを応援する姿が多く見られ、サッ
カーが地域文化として社会に深く根付い
ていることを感じました。

ドイツでは人口約8300万人のうち約
700万人がサッカーをしていると言われて
おり、およそ12人に1人がサッカーに関わ
っています。このような背景から、サッ
カーがスポーツという枠を超え、社会の
文化として根付いていることを実感しま
した。

研修では、海外に出たことで日本の良さにも改めて気づくことができました。街の清潔さや公

共施設の整備、時間の正確さ、そして相手を思いやるおもてなしの文化など、日本社会の素晴ら

しさを再認識する機会となりました。また、食文化の豊かさや繊細さについても改めて感じるこ

とができました。ドイツの社会や文化の強さを学ぶと同時に、日本の社会の良さを見つめ直すこ

とができたことは、生徒たちにとって大きな学びとなりました。

先生方のご協力、そして近畿日本ツーリストの皆様をはじめ、多くの関係者の皆様のご支援に

より実施することができました。心より感謝申し上げます。

この9日間で得た経験を単なる思い出として終わらせるのではなく、これからのサッカーや学校

生活、そしてそれぞれの成長につなげていきたいと思います。

研修報告会
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